
Time

Cost

case 1

case 2

定量評価

鉄道高架橋
ライフサイクルコスト評価システム

すべての建設プロセスを一元的に評価することにより
構造物の特性や環境条件に応じた設計・施工・維持管理に

応じてライフサイクルコスト（LCC）を算出可能

一元管理

建設プロセス
構造性能照査
耐震性能照査
耐久性能照査

AscaRs/LimDesign Total LCCProbuilder 

計画 設計 施工 維持管理

合理化工法・高強度材料も考慮
標準工程テンプレート
直接工事費：標準歩掛り，単価
間接工事費：積み上げ，生産性考慮
施工性能照査
安全・環境負荷指標 ※地震による損傷評価と耐震補修は検討外

標準歩掛り・単価
塩害・中性化を考慮

プロトタイプ仕様
鉄道高架橋を対象 ＆ 供用期間は100年を限度
国内の都市部・都市郊外部に建設

ミレニアムプロジェクト
Millennium Project

研究成果の紹介

従来のコスト評価

計画 設計 施工 維持管理

個別検討&最適化 LCC算出困難かつ増大の可能性

本ライフサイクルコスト評価システム

各段階からのフィードバック可能

構造物の性能、LCCとその内訳、施工工程・工期、安全・環境負荷
構造概観の3D表示と施工・維持管理のVRシミュレーション

アウトプット



鉄道高架橋ライフサイクルコスト評価システム
統　　　括 ：　小沢 一雅（東京大学大学院） 
研究構成員 ：　飛島建設（株）・鉄建建設（株）・（株）フジタ・前田建設工業（株）・（株）青木建設・ （株）長大・岡部建材（株）・三菱重工業（株）・大内 雅博（高知工科大学）
作         成 ：　（株）コムスエンジニアリング 土屋 智史　コーディング：山岸 淳　ナレーション：窪田 美保子

http://cmis10.t.u-tokyo.ac.jp/

鉄道高架橋ライフサイクルコスト評価システム

開発目標

（１）計画段階から維持管理段階の任意の段階で利用可能
（２）最適化は行わず，設計基準・計画目標を満足していることを照査するシステム
（３）設計および計画した内容を視覚的に確認するプロセスを含む
（４）照査不合格又は結果に満足しない場合は任意の段階に戻ることが可能
（５）既存のシステム，ツールを最大限活用する

成果の活用と発展

（１）技術者の教育用

（２）研究開発のためのプラットフォーム

（３）構造物の設計・施工計画・維持管理段階で活用＊
�・ 施工時の検査DB、維持管理段階の点検DB、等の
�　構造物データベース機能追加
�・ 地質情報を含むGISデータ
�・ 診断、評価 等の分析機能追加

＊�実務に本システムを展開するためには
�構造物の形式、設計図書
�性能照査の方法、積算方法
�等を自由に組み合わせてカスタマイズすることが必要です。

デモビデオ閲覧可能

お問い合わせ先：ozawa@ken-mgt.t.u-tokyo.ac.jp

必要システム構成
OS� ：�Windows 98, Windows Me, Windows 2000, Windows XP（日本語版が動作する機種）
CPU� ：�PentiumII 300MHｚ相当以上
RAM� ：�64MB以上（128MB以上推奨）
Display�：�1024×786ピクセルの解像度が表示可能なもの（それ以下，またはそれ以上の解像度で使用する場合，作業画面が見えにくくなることがあります）
注意事項�：�本システムでは，AscaRs，LimDesign（（株）構造計画研究所），Probuilder（アーキナレッジ（株）），Total-LCC(（株）トータル・インフォメーション・サービス)との連動が必要となります。

※Microsoft，Windowsは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。※Windows 98の正式名称は， Microsoft Windows 98 Operating Systemです。※Windows Me
の正式名称は， Microsoft Windows Millennium Operating Systemです。※Windows 2000の正式名称は， Microsoft Windows 2000 Operating Systemです。※Windows XPの正式名称は， 
Microsoft Windows XP Operating Systemです。※Pentiumは，米国Intel Corporationの登録商標です。


